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概要�
情報化推進センターは，平成 �� 年 � 月に情報セキュリティマネジメントシステム（����）を取得した．

これは，我々が管理・運用する情報システムを，適切に運用するための活動及び体制を国際標準規格の下で

確立するプロジェクトであった．����を取得した時点では，その物理的な適用範囲は情報化推進センター棟

に限定しており，本来含めるべき情報化推進センター蔵本分室を適用外としていた．今回，適用外としてい

た蔵本分室を適用範囲に含めるため，����の変更審査を受審（変更審査は �月）するため活動を行ったので，

その事例を紹介する．�

キーワード：�
����，変更審査，事例紹介�

���はじめに�

徳島大学情報化推進センターは，平成 ��年 �月に，学
内の情報化推進をより強力に支援するため，高度情報化

基盤センターから改組された．改組後の大きなミッショ

ンとして，コンピュータシステムの更新（平成 �� 年 �
月稼働）と，センターか管理する情報システムを適切に

運用するための仕組みの再構築があった．とくに後者の

ミッションは ����の仕組みに類似する部分が多く，こ
のミッションのアウトプットとして ����の取得を行う
こととなった ��．�
平成 ��年 �月に ����取得活動を開始した際には，常
三島地区の情報化推進センター棟および蔵本地区の情報

化推進センター蔵本分室（附属図書館蔵本分館内）を

���� の物理的な適用範囲として準備を進めてきたが，
附属図書館蔵本分館が改修工事中（平成 ��年 �月～平成
��年 �月）であったため，議論の末，����取得時点（登
録日は ����年 �月 �日）ではこれを適用範囲外とし，改
修工事後にその適用範囲を変更することより，本来の対

象範囲に含めることとした．平成 �� 年 � 月には ����
（������������������・����������������）を取得した．�

本稿では，����取得後半年余りで ����の適用範囲変
更（拡大）を行った，我々の活動事例を紹介する．�

�������取得後�

平成 ��年 �月の ����本審査受審後，平成 ��年度末
までは，マネジメントレビュー結果による是正項目への

対応と本審査結果への対応が主であった．とくに，マネ

ジメントレビュー結果からの是正項目「マニュアル等の

整備不足」は，これまでの属人的なセンター運用体制か

ら業務マニュアルによる組織的運用体制への移行を図る

うえで重要な課題であった．しかし，同時進行していた

「情報化推進センターコンピュータシステム」更新プロ

ジェクトが導入段階に入っており，新システム用の業務

マニュアルが次々と必要になり，業者作成分 ���を含む
���超のマニュアル（�月末時点）を整備する結果となっ
た．加えて平成 ��年 �月には，����構築チームの主要
メンバー�名中 �名が移動となり，大幅なリソース減と
なった．これらのため，従来システムに対するマニュア

ル整備は進まず，新システム稼働の喧騒が一段落（� 月
以降）してからの取組となり，本来予定していた �月末
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から遅れる結果となった．�
���� 取得までは，ある意味，「���� とるぞー，おぉ
ー」的な勢いにまかせた面があり，短期間で ����を取
得できたはいいが，本当の苦労はこれからという事態が

まさに具現された状態である．この状況下で，以降に述

べる適用範囲変更を行った（本稿執筆時点では変更審査

受審前）．�

���適用範囲変更のための活動�

冒頭部で述べたように，本センター蔵本分室は ����取
得後に変更審査により適用範囲に含める方針のため，平

成��年�月に審査機関と連絡をとり変更手続きのための
前準備に入った（定期審査の時に行う選択肢もあった）．

本学の場合，���� の認定範囲の変更には審査機関側に
変更届を提出し，変更届から�か月以内に変更審査を受
審する手順であることから，前述の是正事項の対応も含

め，�月上旬の受審とし，�月上旬に変更届を提出した．�
適用範囲変更のための作業は，����の����サイクル
を �（計画）から開始することと言える．これは，
���������������� ������ ���� の確立� ��で規定される，
「���� の適用範囲及び境界を定義する」���に該当する

ためである．この �（計画）においては，図��に示すよ
うに，適用範囲及び境界の変更により洗い出される新た

な情報資産のリスクアセスメント，リスク対応のための

管理目的及び管理策の選択という流れを経て，�（実行）
サイクルへ移行する．�
今回の適用範囲変更では，図��に示す ����基本方針や
リスクアセスメントに対する組織の取組み方には変更を

加えなかった（必要性がないと判断した）ため，実質的

には新たな適用範囲及び境界の策定，情報資産の洗い出

し，脅威の洗い出し，リスク評価といった�の残る部分
についての作業を行った．また，蔵本分室で提供される

サービスも認定済みの範囲で提供しているものと同じで

あるため，サービス上の変化はない．よって，適用宣言

書自体には変更は生じなかったが，各種規定類，下位手

順書・マニュアル等は該当部分を変更している．�

�����リスクアセスメント�

情報化推進センター蔵本分室は，図��に示す �部屋構
造であり，入口手前から，受付・執務室，��室として
運用されてきた．予備的なリスクアセスメント行ったと

ころ，受付領域，執務領域の分離が必要と判断したが，

しかし予算と住環境悪化の問題から，境界の明示と簡易

パーテーションによる分離とした．その際，受付領域は

一般人が立ち入る領域であるが，執務領域，��室は職
員あるいは特別に許可された場合のみの立ち入りを許可

するリスク対応策とした．そのほかいくつかの対策を事

前に行い，ある程度対応済みとなった時点で，���� 手
順に従ったリスクアセスメントを実施し，問題点が小さ

くなるように配慮した．なお，確認された問題点は是正

あるいは予防措置として対処する計画としている．余談

であるが，蔵本地区は電源事情が常三島地区より悪く（こ

れもリスク），時間帯による電圧変動幅が大きく±���程
度の変動は普通である．このため，蔵本分室には以前か

ら ���（交流定電圧電源装置）を介して ���を接続し
ている（リスク対応）．�

�

図��� ����の����（計画）のフェイズ�

�
図��� 蔵本分室概略図�

�����内部監査ほか�

内部監査は �月 �日から ��日の間で実施された．これ
はヒアリングと実施確認を主体とするもので，今回は適

用宣言書の管理策実施状況の確認を中心に行われた．蔵

本分室に関する内部監査からの指摘事項は，入退出管理

の記録不備や業務記録の不備が主であった．今後，マネ

ジメントレビューを経て，改善プロセスに取り組む．�

���おわりに�

� 本稿では，����取得後の活動のうち，����の適用範
囲変更の例を取り上げた．これは ����の����の �か
らサイクルを回すことに他ならない．幸い認定取得時の

経験から，人的リソースが大幅に削減された現在の状態

でも，短期間で����サイクルを一巡することが可能に
なったと思われる．あとは �月の変更審査待ちである．�
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福岡教育大学「学術情報センター」の発足

副学長(学術情報担当）・学術情報センター長 大坪 靖直

副理事(評価担当）・学術情報副センター長 清水 紀宏

平成 24 年 7 月 1 日，福岡教育大学学術情報センターが発足した。これは，附属図書館と情報処理

センターの統合によるものである。

１．「附属図書館」と「情報処理センター」の組織統合

福岡教育大学は九州唯一の教員養成系大学として，長年にわたって，教員の養成，教育者の育成を

行っており，教育を通して生涯学習社会への対応に必要な能力を持った人財の育成を支援してきた。

附属図書館と情報処理センター，また，これ

らを支える事務組織の学術情報課と情報推進課

は，本学の情報関連組織として，情報基盤や大

学(事務）情報の運用管理にあたり，本学の教

育研究及び社会貢献を支援してきた。この四組

織を統合することによって情報の収集・管理・

運用が一元化され，情報システム・ネットワー

ク関係業務と，学術資料の提供の業務について，

マクロな視点から見直すことが可能となり，本

学での情報活用促進が一層高まると期待でき

る。このことは本学の教育研究や社会貢献の支

援向上につながり，生涯学習社会への一層の貢

献が可能となる。

２．「学術情報センター」の組織

学術情報センターには，

「学術情報運用部門」「メ

ディア教育支援部門」「情

報基盤部門」等の研究部門

を置くことができ，プロジ

ェクト型の研究を推進して

いくことになる。このこと

は，センターの情報収集・

管理・提供に係る業務の高

度化を図ることにつなが

る。これら研究部門と事務

部門(学術情報課）の連携

により，学生や教職員によ

る情報活用が促進される。

メディア教育
支援部門

学長

事務局

学術情報センター

せんた
せん
たー

センター長

せんた
せん
たー

副センター長

せんｔセンター運営委員会

研究部門 < 施 設 >事務部門

学術情報
運用部門

情報基盤部門

図書館

情報
システム館

学術情報課

［学術情報グループ］

［情報推進グループ］

・資料受入担当

・図書館サービス
担当

・総務担当

・システム担当

福岡教育大学 学術情報センター組織図

（兼任教員）

(例） 総合的な大学情報
の利活用に関する研究

(例） eラーニングに
関する研究

(例） 情報システムの設計・
利活用に関する研究

（兼任教員）

（兼任教員）

学術情報センター

図書館 情報システム館

学術資料
の提供

★研究部門の研究成果

【統合前】 【統合後】

図書館 情報処理
センター

情報システム
の提供

学術資料
の提供

情報システム
の提供

新たな学習や研究環境の提供
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